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JAXAタウンミーティング in 福島 開催報告 

 
平成 29年 11月 23日、JAXAタウンミーティング in福島 ～ふくしまで宇宙ビジネスを語ろう！

～ を開催しました。今回は、JAXAが取り組んでいる宇宙探査や宇宙ビジネスについて話題を提

供し、会場の参加者と活発な意見交換がなされました。 
 

■開催日時  平成 29 年 11月 23 日（木） 13:30～16:00 

■会場    ビッグパレットふくしま コンベンションホール B 

■参加者数  74名 

■登壇者   ・JAXA宇宙探査イノベーションハブ 副ハブ長 川崎 一義 

        話題：「宇宙探査オープンイノベーションについて」 

       ・JAXA新事業促進部 新事業課長  杉田 尚子 

                話題：「宇宙を使ってビジネスしてみませんか？」 

■進行コーディネーター 

       ・JAXA広報部長 庄司 義和 

 

アンケート回答者の属性（有効回答数：45） 

１．性別                    ２．年齢  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．居住地                  ４．職業 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性

78%

女性

22%
18-29

41%

30-39

9%

40-49

16%

50-59

28%

60歳以上

6%

福島県郡山市

63%
福島県

その他

16%

埼玉県

3%

宮城県

3%

秋田県

3%

東京都

3%

長野県

3%

千葉県

3% 無回答

3%
会社員（エンジニア・

研究職）

3%

会社員（上記以外）

25%

教職員

10%

自営業

3%

公務員

19%

大学生

28%

高校生

9%

無職

3%
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いただいた主なご意見（意見投稿、アンケート記入分も含む） 

■今回のタウンミーティングの話題に関連して 

◇宇宙探査オープンイノベーションについて  

・ 宇宙探査は夢のあることですが、費用が莫大になります。それを負担しても理解が得られる開発であっ

て欲しいです。 

・ アイデアを募集するだけでなく JAXAが欲しい技術についても教えて欲しい。 

・ 海外に負けない市場の法規制等のオープン化を進めてほしい。 

・ 民間に技術を移転することは日本の競争力維持のために必要だと思います。 

・ 日本の強みを生かし、挑戦的な探査、開拓を。月に拠点を作り、水の探索を頑張ってほしい。 

・ 宇宙エレベーターの開発などの新しい開発を行ってほしい。 

・ 宇宙開発とは縁の無いと思っていた分野でも，もしかしたら宇宙開発の役に立つのではないかと思った。 

・ リスクを恐れず、前進してほしい。 

・ 「イノベーションハブ」という言葉・考え方自体が一般の人にわかりにくさを与えているという印象を

持つ。より多くの人に成果や事業内容を知ってもらう努力も必要だが、この言葉自体をもう少しわかり

やすく言い換えられないだろうか。 

・ 月面基地、月へのロケット定期便、月面での生活、火星到達の実現を見てみたいです。 

・ 2030ロードマップを開けたことは有意義であった。逆に、火星に住む必要性がわからなかった。 

・ 学術的な探究のみならず、役に立つ新技術や産業の生まれる方面（利益を生み出す）を全国的に宣伝し

ていって、もっと定期的に JAXAの活動を理解してもらう努力をした方がよい。 

 

◇宇宙を使ってビジネスしてみませんか？ 

・ 今後は宇宙産業に参入する若い人が増えることに期待したいと思います。 

・ 宇宙ビジネスは今後益々盛んになるでしょうが、人の役に立つものであって欲しいです。 

・ 宇宙空間内のルールを取り決めた上で，損害賠償保険などの保険ビジネスを確立すべき。 

・ ベンチャーや大学とのコラボ。新しい技術を積極的にとりいれた事業化。 

・ ビジネスの面から宇宙を見たことがなかったので、勉強になりました。将来に生かします！ 

・ 色々な角度からの宇宙ビジネスへのチャンスがある事が知る事が出来ました。 

・ いろいろな業種が参加できるよう、より多くの広報、意見聴取の機会を作っていただきたいと思います。 

・ ゴミ掃除やトイレの開発、サービスなど、どんなことでもビジネスになる可能性を感じました。 

・ 実際にビジネスを行っている人の声も反映させるべき。どうしても「JAXAの都合」になりがち。 

・ 月面開発や火星旅行の鍵が民間企業の参入に関わっていることがよく理解できました。 

・ JAXAの敷居が下がった感あり。 

・ 活動を理解して支援したい人も来ると思うので、一般市民も参加協力できるような開かれたあり方を検討

すると良い。（例、１コ 100万円の出資金を募るとか） 

・ 開発した技術、知識はきちんと売ることで永続的に JAXA活動を継続していくことが可能になるのでは。 

・ 知見、技術の提供、公開。ニーズの公募を進めてください。 
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■タウンミーティング、その他について 

・ より多くの方に JAXA について知ってもらう必要があるのかなと思いました。自分は本当にたまたまこ

のタウンミーティングに参加することが出来ましたが、そうでない方も大勢いると思います。 

・ 今回のタウンミーティングはあまり意見がでなかったが、事前に意見を募っておく、という手もあるか

もそれない。福島県民は特にシャイなので。 

・ 女性が活躍できる JAXA、日本を目指してください。 

・ 例えばテレビで月１回、30分番組で常時 JAXAの活動状況報告をしていくと、もっと国民の関心をひい

て理解も上がると思う。今 JAXAは孤立している（一般的にみて）。 

・ 月に地下空洞があることを発見したのが日本人であるなど、素晴らしい。 

・ 機会があったらまた参加してみたいです。 

 

 

 


